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論文内容の要旨
【目的】 IL-5はスギ花粉症における花粉飛散期の鼻症状発現に関与していることがinvitroの研究成績よ
り示されている。しかし，生体内においても同様にIL-5が花粉飛散期の鼻症状の発現に関与しているか否
かは明らかにはされていない。そこで，スギ花粉症患者の血清1L-5の季節性変動を検討するとともに，抗
ヒスタミン薬や免疫療法の臨床効果と血清1L-5変動の関連性に関しでも検討した。
【対象・方法】 163名の典型的な成人スギ花粉症患者を対象とした。このうちで65名には抗ヒスタミン薬
を1997年の花粉飛散2週間前より花粉飛散終了後まで継続して投与した(薬物療法群)098名はl年以上の
免疫療法を施行中の患者で. 1997年の花粉飛散期にも維持控法を継続した(免疫療法群)。また.アレルギ
一日記を用いて著効群と不良群に分類した。 1997年のスギ花粉飛散前と飛散終了前に静脈血を採取し，血
清中の19E抗体.可溶性1L-2RおよびIレ5濃度を測定した。
【成績】薬物療法群で‘は臨床効果の如何にかかわらずIgE抗体，可溶性IL-2RおよびlL-5濃度は季節性に増
加した。また，薬物療法着効群と薬物療法不良群でIgE抗体とIL-5の季節性増加率は有意差を認めなかった。
一方，免疫療法著効群では19B抗体，可溶性Iレ2RおよびlL-5はいずれも季節性に変化しなかったが.免疫
械法不良群ではIgE抗体.可溶性IL-2RおよびlL-5はいずれも季節性に増加した。また，薬物法法群と免疫
療法群のいずれにおいても.lgE抗体の季節性憎加率とIL-5の季節性増加率の聞に有意の相関を認めなかっ
たω
【考察】免疫療法を施行していないスギ花粉症患者では血清IL-5l濃度は有意に増加するが，免疫療法はIL
-5の季節性増加を有意に抑制した。また，花粉飛散期における比一5の季節性増加率は免疫療法の臨床効果
を示す客観的な指標となりうることが示唆された。
論文審査の結果の要旨
IL-5はスギ花粉症における花粉飛散期の鼻猛状発現に関与していることがinvitroの研究成績より不さ
れている。しかし生体内においても同様にIL-5が花粉飛散期の鼻高官状の発現に関与しているか否かは明
らかにはされていない。そこで.スギ花粉症患者の血清IL-5の季節性変動を検討するとともに，抗ヒスタ
ミン薬や免疫療法の臨床効果と血清IL-5変動の関連性に関しでも検討した。
1997年の花粉飛散前あるいは飛散期に血清1.-5濃度を定量しえた42名の成人スギ花粉症患者を対象とし
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た。 21名の薬物療法群には抗ヒスタミン薬を1997年の花粉飛散期に継続投与し.21名の免疫療法群は1年
以上の免疫療法群を施行中であった。また，スギ花粉飛散期の臨床効果より著効群と不良群に分類した。
1997年のスギ花粉飛散前と飛散終了前に静脈血を採取し血清中の19B抗体およびIL-5濃度を測定した。
薬物療法群では臨床効果の如何にかかわらず'1gB抗体とIL-5濃度は季節性に増加したが，著効群と不良群
の19B抗体およひqL-5の季節性増加率には有意差がなかった3 一方.免疫蹟
はいすず、れも季節性に変化しなカか、つたが，不良群で、はIgB抗{体4本ドおよひ(1比Lレ-5訂』はまれL、ずず、れも季節性にI憎骨加した。また，
IgE抗体の季節性増加率とIL-5の季節性増加率の聞に有意の椙闘を認めなかった。したがって.花粉飛散期
におけるIL-5の季節性増加の抑制は免疫療法の臨床効果に関連した一作用機序であり.免疫療法の臨床効
果を判定する客観的指標となりうる可能性が示唆された。
本論文はスギ花粉症に対する免疫療法の作用機序に新しい知見を加えたものである。よって着者は博士
(医学)の学位を授与されるに値するものと判定された。
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